
 

 

愛知県立にしお特別支援学校（知的障害、肢体不自由） 

１ 学校概要 

設置部・設置学科 小学部・中学部・高等部（普通科） 

特色ある取組 

 本校は、愛知県初となる知的障害教育部門（Ｔ部門）と肢体不自由教育部門（Ｓ部門）の両障害種

に対応した特別支援学校として、令和４年４月に開校しました。 

通学区域は、西尾市と碧南市、安城市【安城市は肢体不自由のみ】であり、地域の特別支援教育を

中核的に担う学校として、センター的機能の役割を果たしながら地域に貢献していきます。 

地域とのつながり 

 校章は、西尾市の花「ばら」と特産品「抹茶（葉）」をデザインに 

採用しており、スクールマスコットもお茶の葉を取り入れたキャラ 

クターとしています。 

 地域とのつながりを大切にする取組として、福祉避難所の開設や 

学校施設（体育館）開放の協定を西尾市と締結しています。また、 

近隣のＪＡ西三河の御協力により、花壇（にしとくガーデン）を提 

供していただくとともに、火災時に児童生徒の避難誘導をしてもらうための協定を結んでいます。 

さらに今後、近隣の学校や居住地校との交流を実施していくことにより、障害の有無に関わらず、

地域の中でお互いの存在を認め合う機会の確保に努めていきます。 

一言アピール  

 本校の隣にある西尾市学校給食センターから給食の提供を受けています。調整食やアレルギー等の

対応も西尾市と連携して行っています。 

２ スクール・ポリシー 

このような幼児児童生徒の育成を目指します 

 一人一人の教育的ニーズや特性に応じた教育を行い、児童生徒の自分らしさや個性を伸ばし、生き

る力を育みます。地域社会や人とのつながりを大切にしながら、自立と社会参加への基盤を培うとと

もに、自己の可能性を広げていくことのできる児童生徒の育成を目指します。 

＜小学部＞ 

  自分や友達のよさに気付き、自分らしく楽しんで活動する児童 

＜中学部＞ 

  自分や友達のよさを積極的に見つけ、お互いを大切にしながら関わることのできる生徒 

＜高等部＞ 

  自分や友達の気持ちを大切にし、お互いに支え合い高め合うことのできる生徒 

このように学びます 

○一人一人の障害の状態や将来の姿を見据えて作成した個別の教育支援計画及び指導計画を基に、一

歩一歩着実に個々の学びを進めます。 

○意欲的な学びを推進する生活環境、学習場面を設け、積極性・創造力・判断力の育成を図ります。 

 


